
信

心
銘

に
現
ほ
れ
れ

ろ
繹

の
心
性
観

-

至
道
の
宗
教
的
意
義
に
つ
い
て
i

し

日

種

譲

山

一

薗
然
は
神

の
衣
裳

で
あ

る
。
然
し
そ
れ
は
無
縫
の
天
衣

で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
か
く
て
こ
そ
、
漢
川

の
私
語
に
も

紳

の
聲
を
聞
き
、
松
栢

の
翠
色

に
も
其
姿
を
見

る
の
で
あ
る
。
詩
は
其

の
聲

ご
姿

ご
を
語

に
載

せ
て
紳

の
殿
堂

に
参

ぜ
し
め
、
灘
は
妙
心
の
機

に
墾
じ

て
天
籟
猫
朗
の
自
然
に
遊
ば
し
む

る
の
で
あ
る
。

こ
＼
に
詩
の
内
奥

に
は
繹

が
存

し
、
暉

の
表
現
に
詩
を
以
て
せ
ら
る
、
理
由

が
認

め
得
ら
れ

る
。

..
団
○
。
け受

房

臣
o
導
鴇

碧
儀
寓

帥
o
、
9
昌

窪
o
苧

δ
自
αq
。
1
搾
冨

霧

ぎ
ヨ
。
答
巴

9
ω
爵
。
ゲ
$
答

o
鴨
ヨ
碧
・、、
銭
唐
の
實
存
英
公
は
自
雲
集

に
、
コ
詩
悟
必
通
.灘
。
功
深
自

入
レ玄
。
」

ご
云
つ
て
ゐ
る
。
是
れ
彼
が
繹
詩

一
如
の
境
に
通
徹
し
π
膿
瞼

の
告
自
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
其
玄
境
は
紳

の
屋
宅

で
あ
り
、
同

時
に
ま
陀
吾
人
の
意
識

の
深
淵

に
潜
む
騨
秘
境

で
あ
る
。
故

に
此
境
地
は
詩
暉
の
徹
悟
境
に
参

じ
陀
人
に
の
み
味
護
し
得

る
境

地
で
あ
つ
て
、
他
者

の
認
識

す
る
こ
ε
を
得

ぬ
不
可
測
底
で
あ

る
。
彼

は

次

に
、

「
句
非
.夢

鍛
錬
㌔

妙
只
在
遭塞
圓
一。
」
ε
説

き
、
天
籟

の
句

は
玄
境
よ
り
湧
出
す
る
が
ゆ
ゑ
に
鍛
錬
を
事
ε
せ
す
、
法

信

心
銘

に
現
は
れ
た

る
暉

の
心
性
襯

(
一
)
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(
二
)

・

爾
の
儘
の
語

に
於

て
紳
韻
を
傳

へ
得

る
ざ
告

げ
て
居

る
。
個
中

の
趣
を
會
得
す
れ
ば
塞
圓

の
内
に
姻
霞
具
足
し
風
月

自
ら
瞭

か
な

る
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
紳

は
塞
圓

の
襟
懐
よ
り
猫
眞

の
風
流
を
拮
出
す

る
が
故

に
、
其
庭

に
は
木

人
歌

ひ
石
女
舞
ひ
、
泥
牛
は
走
り
鐵
馬
は
噺
く
。
是
れ
無
縫

の
天
衣
洒
脱
自
在
な

る
所

以
で
あ
る
。
吾

人

は

彼

が

「
梅
花
水
月
天
」
ご
表
現
し
π

一
句

の
中

に
、
塞
圓
な
句

ご
無
縫

の
天
衣

ご
が
道
破

せ
ら
れ

て
ゐ

る
の
を
容
易

に
看
取

す

る
事
が
出
來
る
。
斯
く
の
如
き
詩
暉

の
玄
境
は

一
切

の
制
約

ご
規
範
を
越

ゆ
る
が
故

に
任
運
自
在
萬
境
に
随

つ
て

轄
じ
、
塞
圓
な
天
籟
の
句

ε
共

に
神
自
ら
も
亦
如
實
の
姿
を
物

々
上
に
現
前
す
る
。
實
に
紳

の
濁
自

こ
そ
詩
境
の
玄

極

に
外
な

ら
な

い
。
か
＼
る
妙
理
の
存
す
る
こ
こ
ろ
、
暉

の
表

現
形
式
が
自
づ
ε
詩

に
現
は
れ
、
詩
も
亦
暉

に
参
じ

て
摩
尼
寳
光
を
放

つ
べ
き
所
以
が
明

か
ご
な
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ど
其
形
式
格
調
は
決
し
て
同

一
で
は
な
く
、
古
燈

あ
り
今
禮

あ
り
、
長
句
あ
り
短
句
あ
り
、
或
は
山
雲
漢
月
を
以
て
眞
理
の
相
を
説

き
、
或
は
鳥

語
漢
聲
を
以
て
無
生

の
音
を
現
は
し
、
或
は
大
小
方
圓
等
を
拮
し
て
其
機
用
を
述

べ
、
或
は
理
髄

に
順
じ
て
眞
源
を
畢
揚

し
、
或
は
事
相

を
奪
却
し
て
迷
情
を
矯
む

る
等
其
趣
き

「
様
な
ら
す
ご
難
も
、
要
は
至
道

の
極
致
、
己
露

の
光
輝

に
鯛

着

せ

し

め

て
、
途
中
家
含
共
に
神

ご
共

に
歌
ひ
佛

ご
共
に
舞

ひ
、
以
て
佛
組
不
傳
の
秘
曲
を
奏

せ
し
め
ん
こ
す

る

に

外

な

ら

ぬ

。科
學
的
研
究
法

の
旺
盛
な
る
時
代

に
、
灘

の
眞
理
を
詩

の
格
調

に
よ
り

て
表
現
せ
ん
ご
す

る
が
如
き
は
頗

る
不
適

當
な

る
方

法
の
如
く
思
は
れ

ぬ
で
も
な

い
が
、
論
理
形
式
は
或
意
味

に
於

て
は
、
合
理
的

ご
云
は
る
、
だ
け
理
知

の
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世
界

の
み
に
限
定
づ
け
ら
れ
、
永
遠
者

が
抽
象
化
せ
ら
れ

一
般
化
せ
ら
れ
て
硬
化
し
た
形
骸

こ
な
り
果

て
、
流
動
的

な
生
命
は
失

は
る
＼
の
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
知
的
認
識
主
観

の
立
場
か
ら
永
遠
な
る
も
の
、
必
用
な
側
面
の
み

を
統

一
し
、
理
性
の
先
天
的
形
式
帥
ち
範
曜

の
姜
當
性

に
於

て
眞
理
の
客
観
的
規
範
性
を
確
立
せ
ん
こ
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
斯

か
る
認
識

の
樹
象
界

に
於

て
は
眞
實
在
が
果
し
て
把
握
し
得

る
や
否
や
は
甚
だ
疑
問

で
あ
る
。
眞
理
こ

い
ふ
も
實
在

こ
い
ふ
も
此

の
場
合
所
詮
は
観
念
的

こ
な
り
、
認
識

の
理
想
は
依
然

ε
し

て
彼
岸
の
課
題
陀
る
に
止
ま

る
。
故

に
斯

く
の
如
き

シ
ジ

フ
ォ

ス
の
勢
作
を
棄

て
＼
藩
直

に
形
而
上
學
的
實
在

の
世
界

を
薗
我
の
秘

奥

に

開

顯

し
、
其
腱

に
森
羅
萬
象

の
如
實
相
を
直
観
す
れ
ば
、
知
識
の
豫
想

せ
ね
ば
な
ら

漁
普
遍
者
が
個
禮

の
特
殊
相

に
於

て

其

の
儘
現
前
し
、
所
謂

一
葉

}
繹
迦

一
枝

二
彌
勒
塵

々
刹

な
す

べ
て
般
若
禮
験

の
諸
相
こ
な
る
の
で
あ
る
。
紳
な
き

認
識
は
盲
目
で
あ
り
認
識
な
き
紳
は
塞
虚
で
あ
る
。
灘

が
同
光
返
照

の
膿
瞼

に
生
き
現
成
底

の
遊
戯
三
昧
を
以
て
眞

理

の
認
識

ご
爲
す
は
是
れ
が
爲
で
あ
る
。

而
し
て
詩
境
は
宗
敷

ご
契
合
黙
を
有
す
る
。
何

ε
な
れ
ば
詩
人
は
宇
宙
ご
共
に
脈
打

つ

一
の
血
管
を

有

し

て

居

り
、
彼

が
生
き
だ
天
地
の
生
命
を
さ
な
が
ら
に
掴
み
、
其
儘

に
歌

ふ
か
ら
で
あ
る
。
か

＼
る
直
接
な

る
形
而
上
的
観

照
界
は
、
決
し
て
論
理
的
形
式

に
よ
つ
て
表
現
し
得

る
も

の
で
は
な

い
。
謂

ふ
に
哲
學
者

の
見
π
る
眞
理
も
、
其

極

致
に
到

つ
て
は
或
は
詩

に
依

つ
て
表
現
さ
る
る
の
外
は
な

い
で
あ
ら
う
。
此
の
意
味

に
於

て
三
租
鑑
智
が
四
言

一
句

の
長
篇
を
以
て
せ
る
信
心
銘
も
直
接
具
禮

的
に
禮
験

せ
る
至
道

の
妙
諦
を
表
現
す
る
に
は
詩

の
形
式
が
最
も
好
箇
で

信
心
銘
に
現
は
れ
た
る
暉
の
心
性
襯

(三
)
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性
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(四
)

あ

る
ピ
思
は
れ
乾
の
で
あ
ら
う
。
從

つ
て
吾
人

が
以
下
に
膏
す

る
所
も
此
意
味

に
依

る
の
で
あ
る
か
ら
、
研
究
的
態

度
を
以
て
臨
む
の
で
な
く
、

只
信

心
銘

に
潜
む
至
道
の
永
遽

の
光
を
見
出
し
て
、
之
を
味
護

せ
ん
こ
す

る
意
圖

に
過

ぎ
組
の
で
あ
る
。

=

三
租
鑑
智
灘
師
信
燦
は
「
至
道
無
難
」
の
提
唱
者
で
あ
つ
て
、
初
租
達
磨
大
師
の
遷
化

に
後

る
、
こ
ご
約
六
十
年
、

灘
門
の
名
匠
π
る
は
勿
論
詩

に
於

て
も
世
界
的
の
詩
聖
で
あ
る
。
年
四
十

の
時

一
居
士

ご
し
て
道
を
尋
ね
、
遽

に
佛

法
不
二
の
大
溢

に
徹
し
て
二
租
大
師
の
法
を
嗣
ぎ
、
箭
州
の
院
公
山
に
隠
棲
せ
ら
れ
だ
、
偶
後
周
武
帝
の
排
佛
蓮
動

の
爲

に
迫
害
を
蒙
り
て
大
湖
縣

の
司
塞
山

に
移
り
、
席
定
ま
ら
ざ
る
ご
ざ
十

四
年
ご
あ

る
。
其
後
陪
の
開
皇
十
二
年

に
四
組
遁
信
を
得

て
心
印
を
授
け
、
羅
婬
山

に
優
遊
す

る
こ
ざ
二
年
、
晴

の
…腸
帝
大
業

二
年
奮
阯
の
暁
公
山
に
蹄

り

て
四
衆
の
爲
に
心
要
を
説
き
、
大
樹
の
下

に
立
ち

て
化
を
遷
さ
れ
π
の
で
あ
る
、

只
遣
憾
な
る
は
信
心
銘
著
作

の
年

代
及
場
所
等
が
不
明
な
黙

で
あ
る
。

至
道
無
難

の
語
は
、
信
心
銘
壁
頭
の
句

で
あ
つ
て
、
碧
岩
集
に
は
、
第
二
則
、
第
五
十
七
則
、
第

五
十
八
則
、
第

五
十
九
則
の
四
則

と
な
り
、
墾
學
者

へ
の
話
頭

ざ
し

て
着
語
及
び
碩
が
併
記
し

て
あ
る
。
以
て
趙
州
が
此
語
に
興
味

を
有
せ
し
こ
ご
が
知
ら
れ
得
る
。
五
燈
會
元

四
趙
州
從
訟
傳

に
は
此
四
則
の
公
案
が
列
記
さ
れ
て
あ
る
。
碧
岩
集
の

四
則
は
恐
ら
く
傳
中
よ
り
採
り
し
も
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
信
心
銘
は
達
磨
到
來
以
後
始
め
て
現
れ
だ
る
輝
詩
の

一
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大
長
篇

で
あ

つ
て
、
讃
道
歌
、
寳
鏡
三
昧
、
墾
同
契
、
心
銘
、
明
道
頗
、
大
隠
四
字
亀
鑑
、
草
庵
歌
等

の
先
騙
を
な

せ
る
者
に
し
て
、

四
言

叫
句
、

一
百
四
十
六
句
、
五
百
八
十
四
字
を
以
て
成
b
、
韻
交
を
以
て
灘

の
思
想
を
表
現
せ

る
嗜
矢

で
あ

る
。
之
を
後
代

の
雪
賢
眞
浮
等

の
偶
頚

に
比
較
す

る
ご
、
古
錦
中

に
萬
象
を
織
り
出
し
花

る

観

が

あ

る
。
其
構
想
極

め
て
優
雅
に
、
義
理
も
亦
頗

る
明
断

で
あ

つ
て
、
灘

の
精
髄
、
佛
租
不
傳

の
妙
道
を
直
戴
簡
明
に
顯

し
、
後
學

の
心
眼

を
瓢
開
せ
ん
が
爲

に
認
詠
せ
る
も
の
に
し
て
、
其
内
容

の
深
幽
な
る
は
勿
論
、
詩
的
情
趣

の
豊
な

る
織

に
於

て
も
不
足
な
き
作

で
あ
る
。
編

年
遽
論
記
者
は
第
十
懇
末

に
、
「
嘗
聞
古
宗
師
。
垂
二訓
學
者
一。
毎
農
興
必

謡
哨三
租
信
心
銘
一歎
番
。
誠
哉
此
言
。
凡
歴
古
以
來
。
詮
レ這

之
作
多
尖
。
至
緊於
窮
徹

法
源
一妙
審
甲宗

極
墨。

無
・出
・此

篇
崩。
言
約
而
義
豊
。
旨
深
而
詞
雅
。
」
ご
賞
讃
し
.
ヌ
十
部
録
註
者
は
。
「
此
即
拮
昌出
佛
祀

的
々
密
傳
密
付
正
法
眼
藏

淫
簗
妙
心
實

相
微
妙
法
門
一。
敷
亀誠
將
來
馨
繹
學
道
高
流
一之
大
寳
典
也
。
大
凡
欲
レ得
藤

學
心

腿
}。

須
事依
昌此

典
一安

身
中立
命
佛
租
堂
奥
占突
。
」
ざ
記
し
て
居

る
。
其
内
容
及
び
便
値
は
此
等
を
以
て
知

る
べ
き
で
あ
る
。

繭
昌

む

む

り

む

む

　

む

　

「
至
道
無
ひ難
。
唯
嫌
轟擁
鐸
一。
」
の
爾
句
は
信
心
銘

一
篇

の
大
綱

で
あ
る
。
「
無
難
」
は
彼

の
至
道

に
樹
す

る
見
解
を
表

示
し
、
「
唯
嫌
棟
鐸
」
は
そ
れ

へ
到
達
す

べ
き
方
法
を
提
示
し
柁
の
で
あ
る
。

さ
れ
ど
「
至
道
」
の
語
は
彼
が
始

め
て
提

唱
し
だ
の
で
な
く
、
彼
以
前

の
書

に
多
ー
現
れ

て
ゐ
る
。
老
子
道
徳
経

に
は
、
「
有
ひ物
混
成
。
寂
夢
蓼
夢
。
猫
立

而

不
レ改
。
周
行
而
不
レ殆
。
可
以

爲
監騨天
下
母
漸。
吾
不
7知
轟其
多

。
字
.之
日
.道
。
強
爲
・乏
名
白

シ大
。
」

ざ
あ
り
、
晋

書

第

信

心
銘

に
現
は
れ
た

る
繹

の
心
性
観

(五
)
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信
心
銘
に
現
は
れ
た
る
輝
の
心
性
観

(六
)

十

一
蓉
皇
甫
謙
傳
に
、
「
至
遁
不
.損
。
至
徳
不
.盆
。」
こ
も
あ
り
て
道
敷
系
の
書

に
は
各
所

に
記

さ
れ

て
居

る
。
然

し

其
思
想
内
容
は
全
然
同

一
の
者

で
あ

る
ご
は
云

ひ
得
な

い
が
、
三
租
も
亦
老
荘
系
の
思
想
を
有
せ
し
こ
ε
は
否
定
し

得
な

い
ε
思

ふ
。
彼
は
理
ご
智

こ
の
不
二
の
端
的
を
至
遣
ご
名

け
、
帥
ち
末
語
の
「
信
」
は
智
を
意
昧
し
、
「
心
」
は
理

を
意
味
す
る
、
「
信
心
不

二
。
不

二
信
心
。
」

ご
云

へ
る
は
理
智

不
二
の
端
的

で
あ
つ
て
、
其
端
的

の
薗
照
自
立
の
境

が
道

の
極
致
な
る
ゆ
ゑ
之
を
至
道

ご
名

け
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
れ

は
言
語
ご
時
間
を
超
越
し
陀
る
絶
封
的
眞
實

在

で
あ
つ
て
、
然
も

一
切

の
萬
象
を
含
む
者

ご
云

へ
り
、

之
を
老
子
の

「
濁
立
而
不
ツ改
。
周
行
而
不
汐殆
。
可
呂以
爲
昌

天
下
母
一。
」
ε
云

へ
る
語
に
比
較
す

る
ご
、
其
内
容

に
於

て
は
殆
ど
異

り
無

い
や
う
で
め
る
。
至
道
は
元
來
東
洋
哲
學

の
根
本
思
想
で
あ

つ
て
、
同
時

に
東
洋

の
宗
激
の
哲
學
的
根
基
を
な
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
老
子
の
思
想

ご
契
合

す
る
の
は
當
然

で
あ
る
ざ
も
云
ひ
得

る
。

至
は
至
極
の
義
で
窮
極

の
意
味

に
外
な
ら
ぬ
。
大
學

の
至
善
、
荘
子
の
至
人
、
易

の
至
哉
乾
元
ご
云

ふ
此
等

の
至

は
、
皆
同

一
内
容
を
有
す

る
も
の
で
あ
つ
て
、
道
は
通
達
の
義

で
大
路
を
意
味
す
、
恰
も
大
路
の

一
切

の
人
畜
車
乗

自
在
に
通
行
す
る
如
く
、

一
切

の
萬
有

及
び
人
事
の
諸
相
皆
此
道

に
由
つ
て
立

π
な

い
者
は
な

い
、

し
て
見
れ
ば
至

道

ご
は
四
通
入
達
自
在
無
擬

の
大
道
を
意
味
す

る
こ
ご
は
説
明
を
待
把
す
し
て
明
で
あ
る
。
達
磨
は
之
を
諸
佛
無
上

の
妙
道

ざ
云
ひ
、
列
租
は
之
を
佛
組
不
傳

の
妙
道

ご
云
ふ
。
或
は
淫
薬
妙
心
ご
云
ひ
、
正
法
眼
藏

ざ
云
ひ
、
眞
如
實

相

こ
も
云
ふ
、
此
等
は
皆
至
道
の
異
薦
に
し
て
本
質
に
於

て
は
何
等

の
異
は
な

い
。

そ
し
て
三
組
は

一
切
萬
有

の
本
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源
、
人
事
百
般

の
依
て
生
す

る
最
深

の
根
基
を
至
道

ご
欝
し
花
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
宇
宙

の
現
象
入
事

の
諸
相
は
其

根
基
を
至
道

に
有

し
、
從

つ
て
至
道

は
宇
宙
の
現
象
八
事

の
諸
相
を
登
現
し
て
其
露
活

の
機
能
を
全
ふ
す
る
の
で

あ

る
。
而
も
自
隠
は

「
歴
劫
無
〃名
」
ご
云
ふ
。
本
來
よ
り
云

へ
ば
、
名
は
他

こ
の
匠
別
を
意
昧
す

る
故

至
遁
に
名

の
あ

る

べ
き
な
く
、
老
子
は

「
有
ひ物
」
ご
云
ひ
、
洞
山
は

「
這
裡

一
物
」
ご
云
ふ
、
,
物

ご
云
ひ
至
道

ε
云
ふ
も
強
て
名
づ
け

し
者

で
あ
つ
て
、
「
歴
劫
無
名
」
こ
そ
至
道

の
自
相
で
な
く

て
は
な
ら

ぬ
。
所
謂
言
語
道
噺
心
行
所
滅
に
し
て
不
可
測

不
可
得

の
所

に

一
切
を
越
え
忙
る
意
味
が
明
瞭

こ
な

る
ご
同
時

に
、

一
切
時

『
切
庭

に
無
擬
薗
在

に
懸
動
し
て
、

一

切
時

一
切
庭

に
薗
存
す

る
こ
ε
が
認
識

せ
ら
る
＼
の
で
あ
る
。
古
人

が
「
群
衆

の
深
淵

に
鋸
る
」
ε
言
表
せ
し
も
此
意

味

に
外
な
ら
澱
。

か
く

の
如
く
至
道
の
端
的
は
、
時
間
も
塞

間
も
因
果
も
総

て
を
超
越
し
て
、
自
己
薗
ら
の
な
か
に

其
自
身
が
實
在
し
て
居

る
。
帥
ち
其
實
在
性

は
絶
樹
猫
薗

の
實
在
性

で
あ
る
か
ら
他
者

こ
の
饗
立
關
係

を
絶
し
て
ゐ

る
。
是
れ
棟
繹
を

否
定
す

る
所
以
で
あ
る
。
舜
別
判
断

の
知
識
或
は
棟
揮
意
識
を
以
て
し
て
は
到
底
認
識
し
得
ざ

る

超
越
的
實
在
で
あ
る
。
そ
れ
故
肯
定
否
定
の
判
断
的
立
場
を
去
つ
て
総

て
を
認
容
し
総

て
を
肯
定
し
得

る
廓
然

の
立

場

に
到
達
し
だ
る
時
、
絶
封
的
實
在
は
自
ら
を
現
前
す
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
自
意
識
が
其
の
根
基

ε
し
て
の

絶
封
的
活
動

を
實
践
し
、
意
識
作
用

に
於
け
る
総

ぺ
て
の
矛
盾
背
反
を
止
揚

せ
る

§

¢
a

勘
機
ω
ま
び
の
自
毘

に
於

て

會
得

(〈
O
機ω仲Oげ
Ob[)
せ
ら
れ
し
實
髄
我
が
、
宗
敏
的
態
度

よ
り
し
て
は
蕪

に
神

こ
い
ふ
意
味
内
容
を
充
實

し
來

る
の
で

あ
る
が
、
勿
論
そ
れ
は
執
す

べ
き
ヌ
着
す

べ
き
何
物

の
存
在
で
も
な
い
。
唯

だ
宗
敷
的
禮
瞼

が

o
o
骨
のo
に
肯
定
す
る

信
心
銘
に
現
は
れ
た
る
暉
の
心
性
観

(七
)
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信
心
銘
に
現
は
れ
た
る
隙
の
心
性
観

(八
)

超
越
的
活
動
そ
の
も
の
に
外
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
吾
人

の
維
鹸
意
識

の
立
場
か
ら
は
信

の
封
象

で
あ
り
、

知
的
認
識

の
立
場
か
ら
は

崔
8

で
あ
る
。

か
く
し
て
至
道
の
端
的

ご
は
「
信
」
ざ
「
心
」
・「
理
」
ご
「
智
」
ご
が
不

一
=

燈

ど
な
れ

る
自
畳
謹
智

の
這
裏

に
向

つ
て
名
づ
け
π
る
意
昧
な

る
が
故

に
、

そ
の
風
光
は
冷
暖
薗
知
以
て
そ
の
境
地

に

到
達
し
把
る
者

の
み
に
開
示
せ
ら
る
、
妙
道

で
あ
り
、
灘
門

に
所
謂

「
風
吹
不
レ入
水
洒
不
レ着
」
の
境

に
こ
そ
至
道
は

存
す

る
の
で
あ

る
。

ス
ピ

ノ
ザ
は
「
本
燈

ご
は
自
身
の
内

に
在

り
、
且

つ
自
身

に
」

つ
て
理
解

せ
る
者
」
ご
云

つ
て
ゐ

る
。
恐
ら
く
そ
れ
は
吾
人

の
所
謂
自
己
が
自
己
を
如
實

に
開
顯
し
そ
れ
を
自
識
し
π
る
の
意
味
で
あ
ら
う
。

一
糸
國

師
は
「
糠

に
語
言

に
渉
れ
ば
却

て
爲
盈學
者
一荊
棘
を
生
す
、
不
.言
尤

も
現
前

陀
り
、
此

に
到

つ
て
佛
租
も

亦
口
堪
シ掛
聖

壁
」
芒
云

つ
て
居

る
。
薗
識
の
境
は
佛
租

ご
錐
も

「
只
可
蛤自
恰
挽
一。
不
'堪
持

賠
τ君
9
」
で
あ
る
。
碧
岩
集
第

五
十
七

則
に
は
、
「
畢
信
聞

趙

州
垂

道
無
難
唯
嫌
棟
繹
。
如
何
是
不
棟
澤
。
州

日
。
天
上
天
下
唯
我
猫
奪
。
」
ざ
即
ち
至
道

の

端
的
、
自
意
識
の
絶
封
的
濁
自
の
姿
を
稲
信
面
前

に
突
き
出
し
て
見
せ
て
居

る
。
宗
激
の
目
的
、
灘

の
参
究

の
趣
旨

は
全
く
此

に
在
る
の
で
あ
る
。
故

に
眞
歌

の
拮
古
に
は
、

「
如
今
欲
γ得
巴透
頂
透
底
。
徹
骨
徹
随
地
。
丞
昌透
這

一
縛
公

素
一歴
。
但
剥
昌去
徒
前
依
草
附
木
。
千
種
萬
般
伎
傭
計
較
。
知
見
解
曾
。
露
布
葛
藤

一
時
一。
却
向
"百

己
命
豚
上
一。
試

黙
瞼
看
。
若

一
戯
観
得
、便
請
高
掛
鵡鉢
嚢
一。
拗
葭折
柱
枝
一。
許
め汝
是
箇
無
爲
無
事
閑
遣
人
u。
」
ご
説

い
て
ゐ
る
。
宗
敷

の
極
致
は
絶
學
無
爲
の
心
境

に
存
在
す

る
。
そ

こ
に
は
當
然
幽
究

の
道
が
な
く

て
は
な
ら

濾
。
換
言
す
れ
ば
棟
繹
の

外
別
意
識
を
越

ゆ
る
方
法

あ
つ
て
始

め
て
宗
敷
の
天
地
が
認
識

せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
若
し

一
陀
ぴ
掠
揮
分
別
の
境
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を
越
え
て
自
己
本
來

の
猫
自
境
を
把
得
佳

せ
ば
、
眞
な
く
…偏
な
く
、
難
な
く
易
な
く
、
是
な
く
非
な
く
、
只
圓
明
な

る
光

の
み
あ

つ
て
、

岬
切
は
其
光
明
蕪
嚴
の
な
か
に
叉
互
に
光
を
投
げ

る
の
で
あ
る
。
眞
歌

の
所
謂
千
般
萬
般
の
伎

傭
計
較
、
知
見
解
會
を
放
郷

し
て
至
道

の
絶
樹
境
自
ら
に
生
き
る
時
、
始

め
て
そ
こ
に
宗
敷
の
世
界
、
灘

の
天
地
が

開
展
す
る
の
で
あ

る
。

灘

の
薗
照
の
天
地
は
廓
然
洞
舘

に
し
て
且

っ
圓
明
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
達
磨
は
之
を
廓
然
無
聖

ご
云

ふ
。
聖
す
ら
爾

む

　

む

む

む

む

む

む

む

む

　

む

む

む

認

め
す
況

や
非
聖
を

や
で
あ
る
。
此
に
於

て
三
租

は
、
「
但
莫
畠愴
愛
一。
洞
然
明
白
。
」
ご
云
ひ
、
「
毫
麓
有
ツ差
。
天
地

む

　

懸
隔
。
」
ご
云

ふ
。
無
難
の
至
道
は

一
黙
の
曇
影
な
く
、
蕩

舟
無
碍
、
任
運
自
在

に
ル

て
、
往
く
ε
し

て

一
切
可
な
ら

ざ

る
な
き
大
道

で
あ
つ
て
、
そ

こ
に
は
何
等

の
障
擬
も
滞
着
も
な
い
、
波
羅
提
尊
者
は
、
「
在
レ胎
爲
レ身
。

虜
レ世

名
'

人
。
在
〃眼
日
シ見
。
在
'耳
日
レ聞
。
在
レ鼻
辮
レ香
。
在
レ
ロ
談
論
。
在
レ手
執
捉
。
在
.足
蓮
奔
。
偏
現
該
閑沙
界
脚。
牧
揚
在
・噸

一
微
塵
一。」

ご
云

つ
て
居

る
。
か
く
て
こ
そ

一
切
時

「
切
腱
道

な
ら
ざ

る
な
く
可
な
ら
ざ
る
な
く
、
生
も

全
機
現
で

あ
り
死
も
亦
全
機
現
で
あ
る
。
臨
濟

の
所
謂
「
嫌

ふ
底

の
法
無

き
」
所
以
で
あ

る
。

二
元
相
封

の
世
界
、
帥
ち
惜
に
樹
す
る
愛
、
愛
に
樹
す

る
愴

ご
云

へ
る
如
き
世
界

は
矛
盾

の
世
界
で
あ
つ
て
、

か

、
る
世
黒
脚の
生
一活
に
は
純
遣
ハな
薗
我
は
な

い
o
圃
り時
に
心ホ
敷
的
愛
、
菩
薩

の
無
縁
な
愛

は
な

い
o
樹
立
的
な
愛
は
惜

の
獲
形

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
菩
薩
の
如
き
絶
封
的
愛

で
あ
つ
て
始

め
て
憎
な
き
愛

ビ
云
ひ
得

る
。
純
眞
な
愛
は

一
切
の
制
約

を
離
れ
陀
駈
の
み
に
存
す

る
。
そ
し

て
そ
れ
は
無
我
相

の
人
に
し

て
始

め
て
持
ち
得

る
宗
敷
的
愛
で
あ

信
心
銘
に
現
は
れ
た
る
輝
の
心
性
襯

(九
)
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信
心
銘
に
現
は
れ
た
る
暉
の
心
性
観

駐

(
一
〇
)

る
。
已

に
無
我
な
る
が
ゆ
ゑ

に
、
我

に
樹
す
る
非
我
、
愛

に
樹
す
る
惜
は
元

よ
り
愛
し
て
愛
を
忘
れ
陀

る

第

=
義

諦
、
洞
然
明
臼
な

る
心
境
に
在
り
て
こ
そ
、
自
ら
生
き
て
自

ら
光
を
投
射
す
る
。
而

し
て
是

の
光

こ
そ
無
限

の
深
さ

ざ
無
邊

の
廣

さ
に
輝
く
宗
激
的
絶
封
愛

で
あ
る
。
信
心
銘
拮
提

の
著
者
は
、
「
斯
道

至
哉
無
難
無
易
。
斯
遣
妙
哉
無
疎

無
親
。
」
ご
云

つ
て
居
る
。
疎

ご
親
ご
を
越
え
た
所

に
妙
道

あ
り
、
妙
道
自
照

の
光
は
宗
敏
的
智

の
み
で
な
く
、
同
時

に
愛
で
あ
ら
う
。
悲
智
圓
満
な

る
佛

の
境
地
は
こ
、
に
存
す
る
。
臨
濟
は
、
「
汝
若
愛
馴聖
惜
レ凡
津
邑沈
生
死
海
裏
}」
ご

云

つ
て
居

る
。

さ
れ
ば
饗
待
無
き
所

の
み

に
全
的
な
無
限

の
愛
が
生
す
る
。
笙
山
は
拮
提
し
て
、
「
既
是
洞
然

明

臼

者
。
憺
昌什
歴
u。
愛
昌什
廉
轍。
從
來
未
葭染
汚
嫡。
虚
明
自
清
浮
。

一
條
白
練
。
縫
籐
鮮
動
。
萬
里
紳
光
。
彩
文

細

開
。

縦
有
二百
花
紅
麟。
自
是

一
色
春
。
慈
歴
田
地
。
遽
歓
稲

懸
一。
大
捨
造萬
縁
一。
鑑
断
昌百
思
着

。
青

天
爾
不
『存
。
理
地
叉

不
ひ守
。
清
虚
圓
明
。
而
無
轟分
別
一。
自
照
露
然
。
而
無

慶

易

。
分
明

一
句
難
レ蓮
レ他
。

自
吟
自
詠
自

黙

頭
。
」

ご
云

ふ
。
吾
人
前

に
「
只
可
自
恰
悦
。
不
レ堪
轟持
賠
ラ君
。
」

ε
云

へ
り
。

洞
然
明
白
の
境
は

昭

を
霊

舟
陀
る
の
み
で
あ
つ
て

什
歴

の
悟
愛
も
見
な

い
境

で
あ
る
か
ら
、
全
光
全
愛

仁
る
は
云
ふ
ま
で
も
な

い
、
而

し
て
此
自
得
自
照

の
天
地
は
表

現
す

べ
き
語
な
き
故
、
「
笑
而
不
答
心
自
閑
」
ご
古
人
が
云

へ
る
如
く
、
微

々
こ
し
て
笑

ふ

べ
き
か
、
さ
な
く
ば
自

ら

吟
し
自
黙
頭
す
る
の
外
は
な

い
。
故

に
趙
州
は
、
「
縫
有

剛語
言
一是
操
揮
是
明
自
。
老
信
不
'在
}明
白
裏
一。」
ご
云
ひ
、

螢
山
は
、
「
青
天
術
不
'存
。
理
地
叉
不
.守
。
」
ご
云

ふ
。

こ
う
し
π

一
切
を
離
れ
セ
無

一
物

の
境

に
立
ち
て
こ
そ
、
實

在

さ
な
が
ら
の
實
相
i

無
相

の
相
-

臼
我
自
ら

の
風
光

に
接
す

る
の
で
あ
る
。
三
組
が

コ
毫
麓
有
差
、
天
地
懸
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隔
」

ε
云

へ
る
心
境
も
恐
ら
く
此
立
揚

に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。
薗
謹
自
明

の
境

に
は
毫
楚
も
差
別
の
見
を
容
れ
な

い
。
從

つ
て
迷
悟

凡
聖

の
見
は
な

い
、
「
法
術
捨
つ
べ
し
況
や
非
法
を
や
」
ビ
云

ふ
、
貧
も
な
く
錐
も
な
き
聖
貧

の
塞

舘
境
に
は
、
測
り
得
な

い
深

さ
が
あ
る
。
貧
富
を
越
え
弛
絶
樹
貧

の
聖
者
に
は
、
無
限

の
富

が
其
法
藏

の
中

に
與

へ

ら
れ

て
居

る
、
是
自
我

の
紳
秘
で
あ
る
ざ
同
時

に
法
悦

に
浸
つ
紀
境
で
あ
る
。

四

「
個
」
を
越
え
だ
「
全
」
に
於

て
は

一
切
が
薗
己
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
不

二
ざ
云

へ
る
如
き
思
想
は
な
い
、
不
二
ご
は

こ
に
樹
し

て
の
言
表
で
あ
る
。
佛
典
に
は
能
く
凡
聖
不
二
、
迷
悟
不

二
、
色
心
不

二
、
薗
他
不
二
な
ど
、
説

い
て
絶

封
境
を
表
現
し
よ
う
こ
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
融
會

の
意
味
に
於

て
の
不

二
で
あ
つ
て
、
融
會

は
隔
歴
が
前
提

ビ
な

ら
ね
ば
な
ら

ぬ
、
然

る
に
至
道

の
境

に
は
本
來
隔
歴
は
な

い
。
彼

が
其
儘
我

で
あ
り
、
純
圭
観

が
其
儘
純
客
観
で
め

る
。
か
く
唯
心

=
兀
の
思
想
に
立

て
る
繹

は

一
切

が
自
己
で
あ
る
ゆ
ゑ
差
異

の
生
す

べ
き
間
隙
は
な

い
、
至
蓮
の
至

む

む

む

む

む

む

む

む

道

仁
る
意
義

は
こ
、
に
見
出
さ
れ

る
。
故

に
三
租
は

「
欲
シ得
昌現
前
一。
莫
レ存
昌順
…箪

。
」
ご
云

ふ
◎
至
道

は
本
來
虚
明

自
照

で
あ
つ
て
物

存
皆
全
眞
で
あ
る
。
今
何
を

か
現
前
せ
ん
ご
す

る
で
あ
ら
う
か
、
晦
堂
は
黄
山
谷
に
、
「
我
爾

に
隙

す
こ
ご
な
し
」

ざ
云

ふ
。
さ
れ
ば
公
開
す

べ
き
者
も
現
前
す

べ
き
も

の
も
無

き
筈

で
あ
る
。

一
切
は
皆
是
れ
至
蓮
の

實
相
に
し
て
、
花
紅
柳
緑
高
山
流
水

一
こ
し

て
本
來

の
光
を
放
陀
な

い
者
は
な
い
。
至
道
の
境
よ
り
み
れ
ば
、

一
切

の
視
野
悉
く
絶
封
の
存
在
で
あ
つ
て
、
薗
ら
光
を
放

つ
て
自
ら
を
照
し
て
居

る
、
這
裡
元
よ
り
順
逆

の
相
は
な

い
、

信
心
銘
に
現
は
れ
た
る
暉
の
心
性
観

(
一
一
)
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信
心
銘
に
現
は
れ
た
る
…暉
の
心
性
親

(
一
二
)

}
切
悉
く
自
己
の
全
眞

で
あ

つ
て
至
道

の
露

現
で
あ
る
。
然

る
に
現
實

の
肉
膿
を
基
準
こ
し
て
自
己
を
見

る
に
よ
り

妄
畳

こ
＼
に
生
じ

て
、
他
を
他

こ
し
、
自
を
自

こ
し
て
固
く
之
を
執
す
る
。
是

に
於

て
凡
聖
物
心
の
差
別
相
現
し
來

り
て
、
惜

ご
愛
、
好

ご
悪
、
取

ε
捨

ご
の
念
起
り
、
純
眞

の
自
我

も
途

に
相
樹

の
渦
中

に
没

し
て
本
來
の
風
光
を
失

ふ
の
で
あ
る
。
然
し
妄

ご
畳

芝
は
立
揚

の
相
異

に
よ
り
て
現
れ
し
現
象
で
あ
つ
て
本
質

に
は
異
り
は
な

い
、
故

に

同

糸
は
辮
註
に

「
此
の
至
道

ご
云
ふ
は
、
佛
は
是
留
身

に
謹
得
し
て
菩
提

ε
云
ひ
、
衆
生
は
是
を
己
に
昧
ま
し
て
無
明

ε
云

ふ
、
皆

一
心
の
異
名
な
り
」

ご
辮

じ
て
ゐ
る
、
換
言
す
れ
ば
個

ご
全

こ
の
立
場

に
よ
つ
て

一
は
無
明

ご
云

ひ

一

は
菩
提

ご
云

ふ
の
で
あ
る
。
然
し
畢
章
は
個
を
除

い
て
全
な
く
全
を
除

い
て
は
個
は
な

い
。
然

る
ε
き
は
個
も
全
も

同

一
本
質

で
あ
り
、
其

一
庭
に
達
す

る
所

に
至
道

の
薗
照
明
は
働
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

さ
れ
ど
既

に
相
樹
境

に
没

在

せ

る
以
上
臓
、
波

の
浪
を
逐

ふ
如
く
念

々
自
ら
の
世
界

に
遠
ざ
か
り
て
眞
實
相
を
失
ひ
紛
璽
の
境

に
堕
す

る
、
是

む

り

む

む

む

む

む

む

れ
を

「
違
順
相
璽
。
是
爲
昌心
病
一。」

ご
云
ふ
の
で
あ
る
。
洞
然
明
白

の
至
這
境

よ
り
云

へ
ば
、
違
も
順

も
、
佛
見
も

法
見
も
皆
心
病

に
し
て
、
順

ふ
者

は
愛
し
、
違

ふ
者
は
惜
む
。
故

に
眞
歌
は
、

「
如
今

儘
歴
者
多
。
不
慧
磨
者
少
。
成
'群
作
レ隊
。
如
'麻
如
レ粟
。
没
量
大
人
総
作
・・這
個
見
解
一。
不
、是

惜
側便
是
愛
。

不
レ知
檜

愛
是
心
違
順
是
我
一。
汝
自
虚
妄
顛
倒
。
自
惜
臼
愛
。

薗
違
臼
順
。

互
相
鍛
諺
。
各
箏

宗
風
一。
説
レ是
説

.非
。
誇
ン玄
誇
シ妙
。
這
個
総
是
執
法
。
総
是
執
心
病
。
墾
灘
只
要
要

樂
"。
汝
肚
裏
有
二許
多
痛

タ

。
如
何
救
己得
別

箭

人
㌔
」
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ご
。
叉
圓
畳
経
浮
諸
業
障
章

に
は
、

「
説
.病
爲
レ法
。
錐
〃勤
昌精
進
u増
昌進
諸
病
一。
是
不
㌦能
レ入
昌清
澤
畳
蠣。
」

ε
あ
る
。
然

る
ざ
き
は
佛
見
法
見

の
意
識
内

に
固
結
し
て
居

る
間
は
精
進
努
力
も
只
是
病
を
加

ふ
る
の
み
で
あ

つ
て

至
道

の
風
光

に
は
接
し
得
な

い
。
夜
塘

水
の
記
者
は
「
若
欲
.到
己眞
實
地
一。
見
レ見
時
見
非
畿是
見
哺。
,見
樹
離
シ見
。
」
ご
、

誠

に
以
て
透
徹
せ
し
観

ご
云
ふ

べ
き
で
あ
る
。
至
道
は
見
不
見
を
越

ゆ
る
の
み
な
ら
す
、
見

の
見
も
亦
離
却
し
て
純

一
な

る
自
照

の
端

的
に
の
み
存
在
す

る
。
至
道

に
は
此
の
如

く

一
切

の
見
を
容
れ
な

い
故
冥
想

の
静
念
も
亦
否
定
す

り

む

む

む

む

む

む

む

る
の
で
あ
る
。
三
租
は

こ
、
に
「
不
シ識
玄

旨
一。
徒
勢
ゆ念
静
一。
」
ご
云
ふ
。
至
人

の
境
地
に
は
除
く

べ
き
妄

も
な
く
求

む

べ
き
眞
も
な

い
。
玄
旨
期
く
の
如
く
な
れ
ば
散
齪

の
念
を
謡
…寂
に
蹄

せ
し
め
ん
こ
す

る
が
如
き
は
實
際
徒
勢

こ
い

ふ
べ
く
、
徒
勢

の
上

に
徒
螢
を
重
ね
ん
こ
す

る
は
盆
≧
徴
齪

の
念
を
生

じ
「
止
更
彌
動
」
に
し
て
塗
に
定
止
す

る
時
な

き

に
到

る
の
で
あ
る
。
元
來
冥
想
は
眞
我
禮
鹸

の
爲
め
で
あ
つ
て
冥
想
の
爲

め
の
そ
れ
で
は
な

い
、

只
管
打
坐
以
て

公
案
の
禮
得

に
三
昧
す
れ
ば
自
づ
ご
紛
念

は
停
止
し

て
虚
明

の
境

に
入
り
そ

こ
に
は
動
静

の
二
念
は
な

い
。
動
静

の

相
封
境

に
あ
つ
て
は
静
を
希

ふ
の
念

は
、
念
自
ら

が
動
念

に
外
な
ら
ぬ
か
ら
静
を
求
む
れ
ば
求
む

る
ほ
ど
紛
起
す
る

の
で
あ
る
。
静
を
求
む
ご
は
、
其
求
む

る
心
を
捨

て
る
の
で
な
く
て
は
な
ら

ぬ
、
求
覚

の
念
を
放
下
す
れ
ば
眞
静
は

自
づ

ご
現
前
す

る
。
故

に
求
む

る
は
捨

る
の
意
昧

に
於

て
始

め
て
徹
底
す
る
。
冥
想

の
爲
の
冥
想

は

一
種

の
亨
樂

で

あ

つ
て
眞

の
意
味

に
於
け
る
麗
定
で
は
な

い
。
故
に
之
を
二
乗

の
定

こ
し
て
排
斥

す
る
の
で
あ
る
◎
故

に
灘
者
は
動

信
心
銘

に
現
は
れ
た

る
縄

の
心
性
繭槻

(
一
三
)
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信

心
銘

に
現
は
れ
た
る
騨

の

55
性
灘

(
一
四
)

静

の
二
念

を
越
え

て
深
く
自
意
識

の
源
底
に
塗
じ
て
動
静
未
起

の
深
淵

に
投
じ
、
そ
こ
に
解
脱
の
妙
機
を
把
握
す

る

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
相
樹
的
な
念
想
を
超
越
し
て
直

に
濁
自
な
絶
墨
境

に
飛
躍
を
試
み
、
古
人
が

「
心
は
萬
境
に
随

つ
て
轄
じ
、
轄
虜
實

に
能
く
幽
な
う
」

ご
道
破

せ
る
純
粋
活
動

の
秘
義
を
了
解
す

る
こ
ビ
で
あ
る
。
十
部
録

の
記
者

は
、
「
若
識
玄

旨
一。
虜
型違
虜
聖順
。
腱
影動
威
レ静
。
終

不
鵡染
浮
鯨。
所
謂
腱
嘗世
界
"如
昌虚
室

。
如
亀蓮
華
不
ワ着
'水
者
也
。
」

ε
云
ひ
、
叉
眞
歌
は
、
「
者
箇
是
大
解

脱
門
自
在
三
昧
。
歩

々
活
。
機

々
活
。
圓
輻
無
'窮
。
」
ε
云

ふ
。
無
蝕
無
敏

の

全
な

る
者
は
圓
韓
無
窮
で
あ
り
、
而
も
自

か
ら
充
足
す

る
。

こ
れ
眞
理

の
自
相
で
あ
り
至
道

の
姿

で
あ
る
。
故

に
三

禮
は
、
　

む

　

む

む

む

む

む

「
圓
同
轟大
虚
一。
無
.映
無
秒蝕
。
」

ご
云

ふ
。
笙
山
は
拮
提
に
、

「
明

々
鮫

々
。

無
y映
無
p蘇
。

所
以
圓
也
。
同
也
。
大
也
。
虚
也
。

虚
故
無
蕊内
外
一。
大
故
無
昌涯
際
一。
同
故
無
薗差

別
一。
圓
故
無
二始
絡
}。
無
昌始
終
一非
昌本
末
襯。
無
満差
別
一無
昌異
相
一。
無
昌涯
際
『無
邑廣
狭
一。
無
踏内
外
一無
昌背
面
一。
所

以

言
灘凡
夫
一。
言
藷

佛
一。
名
根

境
一Q
名
色

心
一。
到
露
孤
池

々
。
婿
魂

々
。
浮
牒

を
Q
露
堂

々
。

一
切
庭
無

脅

隠
鋼。

一
切
時
無
'不
レ露
。

蕎
湯
鮎
。
茶
湯
鮎
。
成
蛤行
佳
坐
臥
u。
成
己生
死
去
來
"。
煩
機
菩
提
取
捨
。

皮
肉
骨
髄

聚
散
。

四
大
五
藻
離
合
。
三
界
六
道
昇
沈
。
入
萬
法
門
讃

仰
。
八
萬
塵
勢
沸
除
。

取
捨
惜
愛
是
非
得
失
。

莫
レ不
鵯圓
同
大

虚
"。
莫
り不
轟無
鯨
無
敏
一。
夢
中
千
攣
萬
化
。

・山
河
大
地
。

森
羅
萬
象
。
依
報
正
報
。

一
切
不
昌他
物
一。
水
月
鏡
像

94



豊
有
温生
滅
一。
」

ざ
云
ふ
。
是

に
至
り

て
は

一
切
難
易
な
く
、
煩
幅
生
死
菩
提
塵
勢
皆
悉
く
至
道
な
れ
ば
、
取
も
取
で
な
く
、
捨
も
捨

で
な
く
、
惜
も
愴
で
な
く
、
愛
も
愛
で
な
く
、
煩
惜
菩
提
、
生
死
渥
繋
、
是
非
得
失
、
悉
く
是
非
得
失
生
死
浬
葉
煩

拶
菩
提

に
あ
ら
す
し

て
、
却

つ
て
濁
妙
の
相
で
あ
り
自
照

の
機
用

で
あ

る
。
所
謂
生
死

の
當
相
が
常
寂
光

で
あ
り
永

逡

の
相
で
あ
る
。
相
樹

の
立
場
よ
り
は
到
底
思
惟
し
得

ぬ
玄
境

で
あ
る
。

か
く

て
至
道

の
境

に
は
眞
欲

の
語
の
如
く

一
切
悉
く
玄
旨
な
ら
ざ
る
も
の
こ
て
は
な

い
、
し
か
も
吾
人

の
現
實
は
全
く
之

に
反
す

る
、
そ
れ
は
如
何
な

る
理
由

む

む

む

む

む

む

む

む

に
基
く
で
あ
ら
う
か
。
三
租
は
「
良
由
敢

捨
旧。
所
以
不
如
。
」
ご
云

つ
て
居

る
。

一
味
季
等

の
如
が
何
故

に
差
別
不
如

に
轄
す

る
か
は
、
取
捨
の
妄
念

に
基
由
す

ご
云

ふ
の
で
あ
る
。
三
租
は
始
め
に
憎
愛
、
次
に
違
順
、
今

は
取
捨

ざ
云

ふ
。

之
を
心
理
的

に
考
察
す
る
な
ら
ば
、
憎
愛

の
念

あ
つ
て
違
順

の
境
生

じ
、
蓮
順

の
境
あ
つ
て
取
捨

の
念
が
動
く

因
果

の
序
列
で
あ
る
。
故

に
取
捨

の
作
用
に
は
憎
愛

の
念

が
原
因
で
あ
り
、
從

つ
て
惜
愛

の
念
の
存
す

る
所
に
は
必

す
違
順

が
起
り
、
違
順

の
あ
る
所
に
は
必
然

に
取
捨
が
件

ふ
、
起
黙

の
櫓
愛

が
已
に
不
如
で
あ

る
限

り
結
果
の
取
捨

の
不
如
な
る
は
當
然
で
あ
る
。
然

し
そ
こ
に
は
彼

の
立
場
よ
り
し
て
論
理
形
式
に
よ
る
代
り
に
、
今

は
詩
的
表
現

の

形
式

に
よ
つ
て
取
捨

の
語
に
惜
愛
の
意
味
を
含

め
同
語
を
避
け
π
の
で
あ
ら
う
。
此

の
如
き
の
修
麟

は
何
れ

の
詩
篇

に
も
見

る
所

で
あ

つ
て
、

か
、
る
所

に
詩

の
特
徴

ご
妙
味

ご
が
あ
る
。
拐

て
如

巴
は
不
異
叉
は
不

二
ご

解

繹

す

る

が
、
此
解
繹
に
は
何
ざ
な
く
未
徹
な
鮎
が
伏
在
す

る
。

不
二
不
異

は
ニ
ヌ
は
異

が
前
提

さ
れ

て
居

る
。
前
提
を
持

つ

信
心
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解
繹
は
抽
象
を
含
む
が
故

に
徹
底
を
饒
ぐ
所
以
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
至
道

は
無
前
提
從

つ
て
濁
自

の
實
在
で
あ
る
。

そ
れ
で
吾
人
は
如
を
以
て

「
嶽
ら

の
義
」
「
一
の
義
」
「
其
儘

の
義
」
「
さ
な
が
ら
の
義
」
ε
解
し
π

い
。
そ
れ
は
絶
樹

性

ご
必
然
性

こ
の
故

で
あ
る
。
讐

へ
ば
如
來

ご
は
、
眞
理
に
徹

し
て
眞

理
の
儘

に
動
く
意
味

ご
思

ふ
。
即

ち

如

來

↓
p
爵
鋤αq
暮
9
は

日
ρ
夢
9
+
鋤
σq
鉢
冨

(]
U『9
仲げ
I
dく一昌
β
Φ
『)
な

る
が
故

に

磯
9
夢
甲
冨
臣
91
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
共

に
、

如

々
眞
實

の
理
は

く
房
、
碧
叶簡毒

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
く
て

「
さ
な
が
ら
」
な

る
如
ご
は
天
地
未
分
以
前

の
圭
客

蜀
立
以
前
の
「
さ
な

が
ら
」
の
姿
で
あ
る
。
或
は
絶
樹
無

の
深
み
か
ら
見
ら
れ
把
本
質

の
相
で
あ
る
こ
も
言
ひ
得

る
で

あ
ら
う
。
古
人
が
非
思
量
底
を
思
慮

せ
よ
ご
云
ふ
「
非
思
量
底
」
と
は
「
如
」
の
消
極
的
側
面
で
あ
り
、

こ
れ
が
積
極
的

側
面

に
名
づ
け
て
「
神
」
こ
い
ひ
「
眞
如
法
性
」
こ
い
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
「
如
」
に
あ
り
て
は
自
ら
が
自
ら
を
照
す

の

で
あ

る
か
ら

「
自
ら
」
ε

「
照
」
ご
に
何
等
の
矛
盾
も
障
凝
も
な

い
。
藤
的
生
活

ご
は
「
如
」
の
生
活
を
意
味
す

る
が
故

に
総

ぺ
て

に
於

て
紳
を
見

る
ク
オ
リ
ア
の
生
活
で
あ
り
、
從

つ
て
惜
悪
す

べ
き
何
物
も
な
く
愛
取
す

べ
き
何
物
も
な

い
。
洒

々
落

々
眞
の
解
脱
は

こ
、
に
至

つ
て
成
就
す

る
の
で
あ
る
。
故
に
斯
く
の
如
き
無
碍
無
涯

の
境
地
に
於

て
は

「
鯛
光
樹
面
畳
者
に
あ
ら
ざ
る
な
し
」
ご
言
ひ
得

る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
既

に

一
言
せ
る
如
く
「
如
」
は
超
越
的
實
在
相
で
あ
る
か
ら
、
吾

人
の
経
瞼
意
識

の
鍋
象
界
に
非
ざ

る

こ
ご
は
明
白
で
あ
る
。
從

つ
て
戚
性
的
経
鹸

の
世
界

に
立
脚

せ
る
實
在
論
が
圭
張
す

る
樹
象

の
「
有
り
の
ま
＼
」
の
肯

定
で
は
な

い
。
威
性
的
経
鹸

の
世
界
は
色

聲
香
味
鯛

法
の
六
塵

を
構
成
要
素

こ
し

て
ゐ
る
。

一
切

の
生
類
は
そ
れ
を
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依
止
こ
し
て
戚
畳

の
充
足
を
得
ん

ざ
す
る
、

そ
し
て
そ
こ
に
生
類

の
生
活
機
能

が
開
農
す

る
、
三
租
は
之
を
有
縁

ε

云

ふ
。
生
類
は
有
縁
を
保
有
す

る
こ
ご
に
よ

つ
て
安
全
圏

に
入

る
ご
共
に
ま
セ
苦
惜
を
も
免
か
れ
な

い
。
勿
論
戚
畳

的
樹
象
そ
の
も
の
に
は
善
悪
も
な
く
苦
樂
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
依
つ
て
分
か
る
、
所

は
專
ら
此

の
樹
象
性

を
統

】
す
る
態
度
、
如
何
な
る
立
揚
よ
り
如
何

に
儂
値
つ
く
る
か
ご
い
ふ
黙

に
存
す

る
。
戚
性
的
生
活
ご
宗
激
生
活

ご
の
間
に
は
世
界
観
人
生
観
に
於

て
雲
泥

の
相
違

あ
る
事
は

今
更
言

ふ
迄
も
な

い
。

さ
れ
ば

塞
中

の
花
・
水
中

の
月

む

む

　

む

む

む

に
迷
奔

せ
す
し
て

一
路
超
越
界

に
躍
進
す

べ
く
示

さ
れ
て
居
る
。

曰
く
「
莫

逐
邑有
縁
こ
ε
。

さ
れ
ど

叉
更
に
「
勿
ひ佳
昌

む

む

塞
怨
こ
ご
云

ふ
。
塞

ご
は
「
無
自
性
無
實
禮
」
を
指
し
有
縁

の
反
封
な
れ
ば
、
若
し
有
緑
を
否
定
せ
ぱ
勢
ひ
塞
忍
は
肯

定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然

し
輝

は
そ
れ
を
も
否
定
す

る
。
有
縁
も
察
忍
も
否
定
し
霊
す
所

に
藤

の

一
作
用

が
働
く
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
爾
者
を
否
定
す

る
こ
ざ
に
よ
り
て

一
轄
廻
が
與

へ
ら
れ
、

こ
＼
に
意
識

の
轄
換

ざ
生
命
の
革
新
が
生

る
、
の
で
あ
る
。
宗
敷
が
否
定
道

を
辿

る
は
全
く
之

に
基
く
の
で
あ

る
。

更
に
言

へ
ば
有
縁
は
是
非
好
悪

の
差
別
境

で
あ
り
、
塞
怨
は
塞
寂
の
奉
等
境

で
あ
る
。
今
は
塞
寂
境
を
堅
く
持

し
て
そ
れ
に
止
佳
す
る
所

に
忍

の
意
昧

が
存
在

す
る
。

か
、
る
意
味

の
塞

は
何
等

の
創
造
性
を
有
せ
な

い
頑
塞
で
あ
つ
て
塞
無

の
意
昧

に
異
な
ら
な

い
。
換
言
す
れ

ば
そ
れ
は
有
無
の
二
相

で
あ
る
。
有
は
定
限

せ
ら
れ

た
形
式
で
あ
り
、
忍
佳
の
塞

も
亦
定
限

せ
ら
れ
た

形

式

で

あ

む

む

む

り

む

む

　

む

る
。
故
に
此
雨
者
は
共
に
圓
轄
自
在
の
機
用
を
持
花
な
い
。
故
に
彼
は
「莫
逐
有
縁
、
勿
佳
塞
怨
」
蓬
云
ふ
。
六
塵
を

遽
随
す
れ
ば
憺
愛
取
捨
棟
鐸
等
の
差
別
生
じ
て
生
死
の
因
果
が
纒
ふ
把
め
苦
幡
の
境
に
落
ち
、
塞
忍
に
佳
す
れ
ば
光

信

心
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)
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な
き
鬼
窪
裡
に
没
在
し
て
生
の
創
造
は

一
切
覆
は
る
、
の
で
あ

る
。
從

つ
て
有

は
無

に
背

き
無
は
有

に
戻
り
て
互
に

相
容
れ
す
し
て
、
種

々
の
異
見

こ
妄
想

ご
を
生
じ
て
停
止
す

る
所
な
く
、
盆

々
永
逡

の
相

に
逡
ざ
か
る
の
で
あ
る
。

そ
れ

で
有

ざ
室

ご
は
更

に
「
如
」
に
於

け
る
高
次
の
統

M
性
を
與

へ
ざ

る
か
ぎ
り
は
眞
實

に
生
き
得
ざ
る

の

み

な

ら

す
、
何
れ
も
眞
實

の
存
在

ご
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
他
面
よ
り
云

へ
ば
参
灘

の
要
務
は
こ
、
に
存
す

る
。
思
惟

の
世

界
よ
り
實
在
界

へ
の
飛
躍
の
要
求
が
こ
、
に
生

る
、
。
古
人
の
登
菩
提
心

の
要
求
も
こ
、
よ
り
襲
生
し

て
ゐ
る
の
で

あ

る
。
卒
常
是
道

の
話

に
南
泉

は
、

「
道
不
シ囑
'知
。
不
.囑
轟不
知
一。
知
是
妄
畳
不
知
是
無
記
。
若
眞
達
轟不
疑
之
大
道
一。
猫
如
麟大
虚
廓
然
洞
諮
一。
豊
可
薗

強
是
非

也
。
」

ε
道
破

せ
り
、

四
祀
道
信
は
、

「
夫
百
千
法
門
。
同
蹄
昌方
寸
u。
河
沙
妙
徳
。

総

在
昌心
源
"。

一
切
戒
門
定
門
慧
門
。
紳
通
愛
化
。
悉
薗
具
足
。
不
.

離
昌汝
心
脚。

叫
切
煩
拶
業
障
本
來
塞
寂
。

一
切
因
果
皆
如
・夢

幻
騨。
無
鱒三
界
可
ワ出
。
無
蕊菩
提
可
ツ求
。
人
與
轟非
人
一性

相
李
等
。
大
道
虚
蹟
。
繕
'思
絶
レ慮
。

…
…
…
汝
但
任
レ心
自
在
。
莫
ぽ作
昌観
行
隔。
亦
莫
薗謹
心
一。
莫
レ起
昌貧
瞑
一。
莫
7

懐
愁

慮
一。
蕩

夕
無
碍
。
任
v意
縦
横
。
不
'作
葭諸
善
一。
不
レ作
曽諸
悪
一。
行
佳
坐
臥
。
鯛
目
遇
'縁
。
総
是
佛
之
妙
用
。

快
樂
無
.憂
。
故
爲
'佛
(五
燈
會
元
二
)

,

ざ
説

い
て
而
も
此
法
門
は
燦
大
師
に
受
く
ご
法
融
に
告
げ

て
居

る
。
至
道
は
此
の
如
く
知

ご
不
知
、
思

ざ
慮

を
越
え
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て
「
一
種
李
懐
」
の
新
天
地
に
存
在
す

る
。
無
門
は

「
李
常
是
道
」
の
公
案

の
頚

に
、
「
春
有
己百
花
一秋
有
.月
。
夏
有
昌凛

風
"冬
有
.雪
。
若
無
蕊閑
事
掛
乾心
頭
}。
便
是
人
間
好
時
節
。
」
ε
「
如
」
の
心
情
を
表
現
し
π
の
で
あ

る
が
、
か
く
て
鯛
目

縁

に
遇
ふ
て
可
な
ら
ざ

る
無

き
妙
荘
嚴
國

で
あ
る
。

こ
、
に
は
元
よ
り
惜
愛
棟
揮
取
捨
等
の
あ

る
べ
き
課
が
な

い
、

む

む

む

む

む

む

む

む

故

に
三
租
は
、
「
一
種
李
懐
、
混
然
自
鑑
。
」
ご
云
つ
た
の
で
あ
る
。
夜
塘
水
の
著
者
は
、

「
塞
有

二
邊
。
事
離
隔
別
。
取
捨
脱
落
。
安
排
忘
絶
。
絡
鰭
昌
一
種
眞
實
相
㌔

胸
懐
季
常
。
穏
々
當

々
。
則
出
出
世

諸
縁
混
然
自
錆
霊
。
恰
如
晶氷
消
蹄
7水
。
然
能
自
清
鑑
。
則
有
塞
取
捨
自
若
不
p磯
。
能
所
無
.有
。

…
…
…
十

二
庭

亡
邑閑
影
響
一、
三
千
界
放
昌浮
光
明
一。
」

ざ
注
し
て
ゐ
る
。
實

に
生
死
混
薬
有
無
取
捨

の
情
鑑
く
れ
ば
意
識
永
遠

に
虚
明
に
し
て
、
之
を
休
欲

ご
云
ひ
蹄
家
穏

坐

ご
云

ふ
。
此

に
至
つ
て
沙
界
を
観
見
す
れ
ば
何
等

の
別
相
あ
る
こ
ご
な
く
、
全
く

一
相

一
昧
に
し
て
而
も
皆
自
ら

の
光
を
放

つ
て
居

る
。
十
牛
の
圖
第
八
に
は

一
圓
相
を
以
て
佛
も
法
も
共

に
超
越
せ
る
境
を
示
し
、
第
九
に
は

一
圓

相
中
に
更
に
山
水
を
描

き
て
荘
嚴

の
美

の
國
を
現
は
し
て
居

る
。
是
れ
恐
ら
く
本
地
の
風
光
を
表
現
せ
し
者
で
あ
ら

う
。
此
境

に
於

て
は
世
法
が
悉
く
紳

の
姿

ε
な
り
て
輝
き
、
紳
が
世
法
こ
な
b
て
照
し

て
、
而
も
此
間
何
等

の
隔
り

も
な
く
何
等

の
矛
盾
も
な

い
。
調
和

ご
云

へ
ば

一
大
調
和
で
あ
b
、
無
磯

ご
云

へ
ば
無
窮

の
無
磯
で
あ
る
。
故
に
鳥

歌
ひ
花
笑

ふ
中

に
永
逡
の
李
和
が
匂
ひ
、
山
高
く
水
低

き
中

に
生
命

の
潤
が

流
れ
て
居
る
。
古
人
は
、
「
韓
轟山
河
大

地
鱒蹄
亀自
己
一易
。
輻
幡自
己
騨蹄
昌山
河
大
地
一難
。」
巴
云

つ
て
ゐ
る
。
即
ち
十
牛
圖

の
第
八
は
前
者

で
あ
)
第
九
は
後
者

信
心
銘
に
現
は
わ
た
る
暉
の
心
性
観

(
一
九
げ
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)

で
あ
る
。
前
者
は
「
本
來
無

一
物
」
の
境

に
し

て
未
だ
眞

の
李
和
の
境

で
な
い
、
後
者
は

「
無

一
物
中
無
審
藏
。
有
p花

有
レ月
有
潟縷
由掌
。
」

の
境
地
で
あ
つ
て

一
大
圖
書

の
中

に
李
和
の
氣

が
涯
つ
て
居

る
。
若
し
又
臨
濟
な
ら
ば
、
「
王
登
轟

寳
殿
一野
老
謳
認
」
ざ
云
ふ
境
地
で
あ
ら
う
、
君
民

一
昧

の
喜
び
こ
そ
眞
の
李
和
で
あ
つ
て
宗
敷

の
極
致
で
あ
る
。
愛

の
光

に
照
ら
さ
れ
て
石
も
水
も
愛
の
相
こ
な
)
、
念
佛

の
法

に
潤
は
さ
れ
て
水
鳥

樹
林
念
佛
念
法

ε
な
り
、

一
切

の

者
が
紳

の
姿

で
あ
り
佛
の
薗
現
相

で
あ
る
。
是
れ
清
雅

の
詩
境
ご
云
ふ
べ
き
か
、
本
地
の
風
光

ご
云

ふ
べ
き
か
、

一

切
が
豊
醇
な
生
命
に
浸

つ
て
居
る
ご
共

に

一
切

が
遊
戯
三
昧

の
境

に
遊
ん
で
居

る
の
で
あ
る
。

此
の
稿
は
特
に
本
誌
の
爲
に
も
の
し
た
の
で
は
な
い
。
少
時
以
て
責
に
充
て
て
置
く
o

青

山

作

賓

翁

作

主
。

青

山

野

翁

獣

無

語
。

酒

閾

樹

山

撫

掌

笑
。

山

翁

持

膓

山

鶴

舞
。

山

本

無

情

翁

無

心
。

山

鶴

聲

山

月

沈
。

山

翁

樹

山

傾

緑

酷
。

青

山

不

飲

翁

自

勘
。

(封

山

曲

實

存
)
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